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を確認した。実験には Hos:HR-1 マウスを用い、PBS 投与群 9 匹と、BLM（500 μg/ml）
投与群 9 匹の背部 2 か所に、それぞれ試薬 100μl を 1 日 1 回皮下注射した。両群のマウス
に対して、週 5 回の頻度で皮下注射を継続し、2 週目、4 週目、6 週目に注射部位から皮膚生
検を行った。採取した皮膚サンプルを用いた皮筋膜厚の測定では 4 週目、6 週目に BLM 群
のマウスでコントロール群と比較して有意な肥厚が確認され、エラスチカ・マッソン染色で
は筋膜内の膠原線維の増生が認められた。トルイジンブルー染色における観察では、2 週目
と 4 週目で、BLM 群の皮筋膜部に浸潤するマスト細胞数が増加した。ダイロン染色下での
好酸球の観察においては、BLM 群の好酸球数は、2 週目で PBS コントロール群より有意に
増加していたが、4 週目には減少し始め、6 週目で PBS 群を下回った。また、我々は筋膜・
筋の凍結切片を用いてリアルタイム PCR を行い、サイトカイン・ケモカインの遺伝子発現レ
ベルの増減についても確認した。TNF-αの mRNA レベルは、4 週目の BLM 群で最も高く
なり、2 週目の PBS 群と比較して有意な差を認めた。TGF-βは、2 週目の BLM 群において
もっとも mRNA レベルが増強し、PBS 群と比較して有意に高かった。好酸球性筋膜炎にお
いて、皮下の線維化が起こる機序は明らかになっていないが、本症の病態には好酸球が何ら











 下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。  
 
【 審査結果要旨】   
 氏    名 ： 伊藤 崇（ 皮膚科学講座）  
 
学位論文題名 ： Experimental fasciitis induced by local bleomycin administration:  




























学位論文審査委員  主査  関根 英治 
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